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アジェンダ 21すいた 会議録 

作成者：八木 

会議名 幹事会 

日 時 令和 4年 11月 15日（火） 15：00 ～ 17：00 

場 所 オンライン開催 

出席者(敬称略) 

幹 事 
三輪信哉、福井一彦、馬場慶次郎、水川晶子、藤田和則、小田信子、荒堀

尚 

フェスタ 

運営委員 
井上道代 

事務局 小山、篠田、笹、田中、前田、大澤、八木 

欠席者(敬称略) 馬場多佳子、池渕佐知子、吉田寛仁 

議事次第 

1. 報告 

・各部会、FSPチーム、各団体（市民団体、企業、大学等）、行政より 

・「NPO法人あまがさき環境オープンカレッジ」との交流について 

2. すいた環境教育フェスタについて（資料１） 

・運営委員：井上氏 

・第 2回運営委員会の報告 

・交流会について（場所、内容、担当、司会等の確認） 

3. エキスポ文化祭について（資料２） 

  ・企画内容、当日の人員割の最終確認 

4. その他 

配布資料 

●幹事会次第 

●資料 1-1 参加表明書（アジェンダ２１すいた） 

●資料 1-2 企画一覧 

●資料 1-3 企画書 

●資料 1-4 配置図 

●資料 1-5 予算(案) 

●資料 1-6 出展補助費について 

●資料 1-7 出展補助費申請書 

●資料 1-8 ブース内掲示物について 

●資料 2-1 エキスポ文化祭_計画書 

●資料 2-2 出展内容等について 

●資料 2-3 吹田市レイアウト 

●参考資料 1 R4太陽光発電設備設置事業チラシ 

1 1 報告 

■エネルギー部会（馬場（慶）） 

・ディオス北千里の秋祭りで、家計にやさしい省エネ術のクイズ、チラシ配布、ガンバ

大阪のパネルを出展。チラシは 450枚配布でき、ディオス担当者から次回も頼むと

依頼され、好評だった。 

・1月 2９日（日）「じぶん発電所作り」の第 2回を企画している（定員 10名）。市

報すいた 1月号に掲載する。前回受講できなかった方に優先して声を掛ける。 

 

■資源部会（水川） 

・11/23（水）9時 30分から、神崎川プラごみゼロアクション。参加者募集中であ

る。 

・11/19（土）、1時半～16時、OMMビル、リフィル大阪主催、「水道水の良さを

知る」というイベントで、アジェンダ２１すいたの資源部会として、給水機マップを

使った吹田市の先進事例の報告をする。馬場（慶）さんも参加。 

・12/17（日）1時半上映開始。『マイクロプラスチック・ストーリー』の映画が、千
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里山コミュニティーセンターで上映会をする。定員 60名。チラシを制作中。 

※学校関係へ宣伝すること、後援を取り付けることについて 

 校長会でお願いすることは難しい（組織が複雑だから）。 

 学校の後援を取るには 1カ月ほどかかる。 

 日程的にも、学校を網羅してチラシ配布は難しい。 

 ゲリラ的に学校へチラシを持っていくのはトラブルになる可能性がある。 

以上の理由から、以下のように進める。 

 小田さんの懇意の校長にメールで情報提供する。（慎重にする） 

 プラザの研究所担当の先生にお願いする。 

 学校関係とのつながり方を今後も考えていく。 

 チラシのデータを幹事にメールで送信する。 

 

■自然部会（藤田） 

・3/21（火）に千里南公園で自然観察会を実施予定（スガイ先生）。 

・在来種の庭のパネルを作成し、環境教育フェスタ等で展示できるようにする予定。 

 

■フラッグシッププロジェクトより 

【地球温暖化防止】（三輪代表） 

・ムーンライトコンサートが中止になった件で、次回は代替日を設けたらいいという提

案があった。 

・コンサートHPを作成。 

・CATの学生にポスターの表彰式を実施した。 

・11/23（水）エキスポ文化祭に出展。 

・2/5（日）環境教育フェスタに参加予定。 

・あまがさき環境オープンカレッジとの交流を実施予定。温暖化メンバーに加え、各幹

事にも参加を募る。（日程等は後日） 

 

【食品ロス】（水川） 

・10月に千里南公園のバードツリーで、「すいた食べきり運動」を実施。缶バッチ

125個を完食した子どもにプレゼントした。メニューの提供方法（缶バッチプレゼ

ント付きなど）の違いによる食べ残しに変化を検証したが、違いは検証できなかっ

た。オーナーが協力的なので、また方法を変えてやりたいと思う。 

・てまえどりキャンペーン（令和 5年 1月実施予定）の準備中。吹田市ごみ減量再資

源化推進会議に参加しているスーパーに呼び掛けたところ、イオン、コーヨー、コー

プこうべ、ダイエー、セブン-イレブンが参入した。ポスター、ポップの発注を調整

中。市報 1月号に掲載する。てまえどりは流行語大賞にノミネートされた。市民権

を得て広がっていくことを希望する。 

 

【すいた市民環境会議】（小田） 

・資源部会と一緒に、神崎川プラごみゼロアクションを行う。 

・11/18（土）、19（日）に大阪自然史博物館で、「大阪自然史フェスティバル２０２

２」に環境会議として出展する。 

 

【大阪ガス】（荒堀） 

・特に報告することはない。 

 

（三輪代表） 

 各部会等の取り組み（イベント等）終了後に、広く知らしめるために報告として市報

に載せたい。 

→（事務局） 
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 市報作成チームが取材として取り上げることはあるが、各部署ができるのは告知依頼

になる。 

 

【事務局】（参考資料１） 

・ 大阪府の「太陽光発電設置を設置して地域環境活動に取り組みませんか」という事

業を紹介。計画的な環境教育をすることが条件で、ハード面の費用を㈱エコスタイ

ルが負担する。申込みは 12月末まで。 

→（すいた市民環境会議） 

古江台小学校で実施したが、労多くしてメリットは少なかった。 

府が直接、補助金を支払うのではなく、太陽光パネルを提供する会社（㈱エコスタイ

ル）と提携し、無料提供という形である。環境団体は設置先を見つけ、設置後 5年間

環境教育を実施する必要があるが、環境教育を実施するのは色々な準備が必要であり簡

単ではない。また、会社が無償で設置するという点に疑問を持たれるのか、声をかけた

団体からはすべて断られた。吹田市の施設に設置できるのであれば進めやすいと思う。

ただし、この事業とは別に、太陽光パネルの設置を浜屋敷に働きかけたときは断られ

た。 

→（三輪代表） 

今回はこういった事業があることを、アジェンダ会員にメールで周知する。 

 

2 すいた環境教育フェスタについて（資料１） 

■運営委員井上さんより報告 

・出展企画は資料 1-2のとおり 

 全体企画（事務局）は、いずみの園公園で環境にやさしい車の展示、レセプションホ 

－ルでプラレール広場を行う。 

 

・出展補助費が 5,000円上限として支給されるので、領収書を残してほしい。 

 （領収書の注意点は資料 1-6のとおり、宛名は「アジェンダ２１すいた」） 

・出展補助費以外にアジェンダの予算として 20,000円ある。 

 

・資料 1-4の集会室の配置図について、一番上がエネルギー部会、中程に食ロス、温

暖化、資源部会がパネル掲示をして、その下に、資源部会がお茶のスペースを設ける

ように机等を配置している。（パネル 20枚、机１１台、いす 20脚。）資材の数量の

変更があれば、できるだけ早く事務局に連絡する。 

→食ロス FSPは次の部会で検討して連絡する。 

 

・資料 1-8クイズラリーについて、各団体がブースで展示する 3択問題と、関連する 

SDGsのマークを、12月 14日までに提出する必要がある。 

→クイズ問題は、食ロス FSPが問題を提出する。 

→SDGsは、7、12、13、14、15、17番に決定。 

・ブースで、クイズと SDGsを掲示する場所の確保をお願いする。 

 

・コロナ対応について、難しい対応を迫られている。会場では、各ブースに消毒液を 1

本用意し、チラシにはマスクの着用、中止の可能性があることを入れることになっ

た。中止の基準は、メイシアターでの判断基準を参考に、判断時期と合わせて、次回

のフェスタ委員会で議論することになった。 

 

・団体交流会は現地開催で、委員会の承認を得た。（コロナの状況による開催の可否

は、イベント本番の開催基準に準じる。） 

 場所：メイシアター第 1会議室（オンライン形式の併用については結論が出ず） 

 時間：準備の前にするか後にするかは次回の委員会で決める。 
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（準備終了後の場合は 17時以降） 

担当：井上さん 

 司会：福井さん（アジェンダの説明もする） 

 内容：前半は、自己紹介、団体活動、後半はざっくばらんに自由に話す懇親会形式、 

もう少し深い議論になるなら、別の機会をセッティングする。参加者の制限は 

なし。 

 ※当日、三輪代表は参加できない。 

 

・環境教育フェスタのプレイベント（チラシの配布、前のフェスタの動画を流す、団体

の活動をアピールするなど）をイズミヤ千里丘店のイベントスペースで行うことにつ

いては、イズミヤを利用できる日程が決まってから具体的に話を進めるということに

なっている。 

 

３ エキスポ文化祭について（資料２） 

■企画内容、当日の人員割の最終確認 

・資料 2-1の内容を確認。 

・資料 2-2の出展内容で、表に記載がないところの最終確認。 

→エネルギー部会：じぶん発電をパネル（昨年の基礎講座分）に「今年は応用講座を 

した」というメモを付けて展示。 

→資源部会：映画会のイベントチラシ。 

→自然部会：外来生物のリーフレットだけになるかもしれない。 

→温暖化 FSP：エコ宣言用のパウチも必要。A2のクールアースウィークポスター 

に「中止になったので動画を視聴してください」というメモを付ける。  

→食ロス FSP：資料のとおり。 

・関西大学図書館で展示しているアジェンダの説明パネル、アジェンダのパンフレッ

ト、エコレターも展示する。（置き場所は当日考える、展示が無理なら手配りする）。 

・資料 2-3の配置図の補足で、アジェンダは A1ポスター4枚程度を掲示できる 。 

・当日の運営側の入場パスは、吹田市企画財政室の担当（山本）から渡す。入る場所、 

時間は確認する。 

・控室は無印良品裏手にある（荷物置き場）。パスを持つ人が入れる。 

・撤収時は inforestすいたに、ガンバパネル、チラシ等、ポスターを預ける。机等 

は運営が用意しているものはそのままで可。 

４ その他 

アジェンダ２１すいた講師謝礼基準の改定内容は、事務局で現在も検討中なので、次回

以降議論したいと思う。 

次回予定日  令和 4年 12月 21日（水）午後３時 00分から（予定）オンライン予定 

 

 


